
免疫系

仔犬の免疫系の
発達を支える

仔犬は、生まれたときに免疫系は機能しています
が、未成熟な状態です。

特定の栄養素は、仔犬の免疫系の発達を促進し、
免疫応答を高めて、疾患や感染との闘いを助ける
ことができます。 

仔犬

免疫系の 70% は腸に存在し
ます。

ご存じでしたか？

キーメッセージ 

抗酸化栄養素： 

     免疫細胞は、他の細胞に比べてフリーラジカル（損傷を与える可能性のある
不安定分子）の産生量が多く、外傷や酸化損傷に対して脆弱です。 

     ビタミン E、ベータカロチン、ビタミン C、ルテイン、フラボノイド、亜鉛、セレン
などの抗酸化栄養素は、免疫系をフリーラジカルの損傷から守り、発達中の
免疫系がワクチン接種に対して最適な応答を起こすように助けます。 

ウシ初乳： 

     Purina の研究では、初乳に含まれる生物活性物質と抗体を与えることで、あ
らゆるライフステージで免疫的な利点が得られる可能性を明らかにしてま
す。 

     いくつかの研究により、初乳を含む食餌を与えられた成犬は、イヌジステンパ
ーウイルスのワクチン接種に対する免疫応答が強く長く続き、6 ヵ月後の抗体
量が 50% 上昇したことが示されています。 

(次のページに続く)
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プロバイオティクス： 

     プロバイオティクスは、腸内細菌の最適なバランスの維持を助ける、生きた微生物です。プロバイオティクスは、健康
な免疫機能を促進する可能性があることから、食餌、ストレス、抗体治療の変化に起因する障害を呈した動物に対し
て、健康な腸内細菌叢の維持と回復のために長年にわたり使用されてきました。 

プレバイオティクス： 

     プレバイオティクスは水溶性食物繊維で、有益な腸内細菌の餌となり、成長を促進します。プレバイオティクスは腸そ
のものの健康も維持します。ペットフードに使用されるプレバイオティクスには、精製イヌリン、小麦アリューロン、チ
コリ根などがあります。 

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。


